
リサーチクエスチョンについて

第8回「総合的な学習の時間」　



本時の内容

１．　LIFEログ
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LIFEログの実施イメージ

「月末に3つの欄を完成させる」ために、「毎回の授業で10分程度」の時間をとる

１．LIFEログ 足りない場合は「複製」して自
分で追加する



本時の内容
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探究ノートの「日々の活動記録」について

２．リサーチクエスチョンについて

毎回、活動記録は書くこと

★作成のポイント★　

毎回、活動記録は必ず書く！

①本日の予定・目標

②本日の活動内容

③次に（次までに）行うこと

個人でまとめるワークシートで、

その他の使い方は自由です。

授業開始時

授業終了
１０分前



現在地

(1)テーマ設定

探究テーマを設定する。

(2)情報の収集

探究テーマに関する先行研究を調べ、「問い」を立てる。

(3)RQ(リサーチクエスチョン)の設定

「問い」をもとに、リサーチクエスチョンを立てる。

(4)仮説の設定

1. リサーチクエスチョンに対して「仮説」を立てる。

2. 仮説検証のための検証方法を検討し、計画する。

現時点では、以下のところまで
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探究ノート

Classroom「中学1年全体連絡」に配信

まずは「クラス」「番号」「氏名」を記入する
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（１）探究テーマを決めよう！　STEP１

「探究テーマ」を決めるために、STEP１～４までの活動を行う

STEP１
マインドマップを見て、「印象に残っ
た言葉」をまとめてみよう
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STEP２

STEP１で挙げた言葉から関連する情報を集めよう

STEP２
STEP1の言葉から関連する情報を
集めながら、探究活動のテーマとし
て取り上げてみたい内容を表す言葉
を挙げてみましょう

STEP１
マインドマップを見て、「印象に残っ
た言葉」をまとめてみよう
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STEP３

STEP２で挙げた言葉から最も自分が興味・関心を持てる言葉を挙げよう

STEP２
STEP1の言葉から関連する情報を
集めながら、探究活動のテーマとし
て取り上げてみたい内容を表す言葉
を挙げてみましょう

STEP３
STEP２の言葉の中から、最も自分
が興味・関心を持てる言葉を「テーマ
の中心となる言葉」として挙げ、それ
に関連する言葉を複数書いてみよう
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STEP４

探究したいテーマが決まったら、以下の問いに答えて、内容を深めましょう

STEP３までを踏まえ、
探究テーマを決めよう
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情報の収集

「問題」について、２つの視点で情報を収集する

医療で例えると・・・

症状は
どのようなものか？

何がその症状を
引き起こしている
真の病因なのか？

２．リサーチクエスチョンについて

【出典】佐藤郁哉（２０２４）『リサーチ・クエスチョンとは何か？』筑摩書房を基に作成



情報の収集（問いの種類）

「問いの種類」を参考に、問いを立てながら、情報を収集する
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(2-a)先行研究を調べる

探究ノートの（２）情報の収集を進めよう

RefNaviに記入
(1)文献番号（自分で決める）
(2)図書館名
（３）請求記号
※「3731 21 10」本の背表紙に貼っ
てあるシールの番号

（４）「問い」から得られた情報
・問い、問いの答え
・新たに学んだこと　　など
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(2-ｂ)問いを立てる

探究ノートの（２）情報の収集を進めよう

例（テーマ：公共交通機関の場合）

(1)公共交通機関にはどのような種類があるのか？

(2)公共交通機関を利用するメリットとデメリットは何
か？

(3)少子高齢化や人口減少が公共交通機関に与えている
影響は何か？

探究ノートに記入
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問いを発展させる例

鳥取県の公共交通機関について

鳥取県における公共交通を維持するためにどのような方法が可能か？

JR九州のD＆S列車はJR九州グループの経営戦略の重要要素となっている

観光列車が有効なことはわかったが、観光利用のみならず日常利用も取り入
れて公共交通の維持ができないか？

「問い」から得られた情報

新たな「問い」へ
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問いの作り方（その１）

問いの種類を参考にする

「問い」の種類 「問い」の例

① 言葉の意味や定義を問う「問い」 ○○の意味は？/○○の定義は？　

② 原因（なぜ）を問う「問い」 なぜ○○は生じているのか？/なぜ○○のような結果になったのか？

③ 信ぴょう性を問う「問い」 ○○は本当に生じているのか？/○○は本当に正しいのか？

④ 比較を行う「問い」 ○○（例：高齢化）はどの程度進んでいるのか？/他国ではどれくらい
○○が進んでいるのか？/過去に比べて○○はどのように変化してい
るのか？

⑤ 先行研究・先行事例を問う「問い」 ○○に対して、どのような取り組みや研究が行われてきたのか？

⑥ 影響を問う「問い」 ○○によって、どのようなことが起こるのか？

⑦ 方法を問う「問い」 どのようにして○○を行ったのか？
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問いの作り方（その２）

キーワードに以下の質問をぶつける
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【出典】登本洋子・伊藤史織・後藤芳文（２０２３）『改訂版　学びの技　14歳からの探究・論文・プレゼンテーション』玉川大学出版部を基に作成



記入例（RefNavi）

鳥取県の公共交通機関について

(1)文献番号①
(4)問い：「鳥取県における公共交通を維
持するためにどのような方法が可能か？」

答え：「ＪＲ九州のＤ＆Ｓ列車はＪＲ九州グ
ループの経営戦略の重要な要素となって
いる。」

新たな問い：「観光列車が有効なことはわ
かったが，観光利用のみならず日常利用も
取り入れて公共交通の維持ができない
か？」
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記入例（探究ノート）

鳥取県の公共交通機関について

問い
「鳥取県における公共交通を維持するためにど
のような方法が可能か？」

文献番号
①
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本時の活動

(1)テーマ設定

探究テーマを設定する。

(2)情報の収集

探究テーマに関する先行研究を調べ、「問い」を立てる。

(3)RQ(リサーチクエスチョン)の設定

「問い」をもとに、リサーチクエスチョンを立てる。

(4)仮説の設定

1. リサーチクエスチョンに対して「仮説」を立てる。

2. 仮説検証のための検証方法を検討し、計画する。

本時は、（3）RQの設定を説明する
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「リサーチクエスチョンの候補」

問いを発展させ、リサーチクエスチョンを導こう！
課題研究メソッドZERO p.56-60を参照

例

「鳥取県における公共交通を維持するために
どのような方法が可能か？」
　　　　　　　　　　　　↓
「観光列車が有効なことはわかったが、観光
利用のみならず日常利用も取り入れて公共
交通の維持ができないか？」
　　　　　　　　　　　　↓
「八木新宮線のような話題性があり、かつ利
便性の高いバスルートはどのようにすれば
つくれるか？」

リサーチクエスチョン＝探究活動全体で何を明らかにしたいのかを示す問い
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問いからリサーチクエスチョンへのステップ

すぐに答えが見つかる問いを発展させ、リサーチクエスチョンを導く

リサーチクエスチョン

２．リサーチクエスチョンについて


